
見
解
の
要
旨
は
次
の
通

り
で
す
。

１

「
シ
ョ
ッ
ク
・
ド
ク

ト
リ
ン
」
の
改
革
手
法
で

は
な
い
か

急
速
に
進
む
少
子
化
シ

ョ
ッ
ク
で
、
正
面
か
ら
小

中
一
貫
校
に
反
対
の
声
が

出
さ
れ
な
い
。

そ
の
中
で
、
４
つ
の
学

校
を
一
つ
に
ま
と
め
、
一

気
に
公
共
施
設
再
編
と
、

学
校
維
持
管
理
費
を
半
減

さ
せ
よ
う
と
す
る
改
革

は
、
「
シ
ョ
ッ
ク
・
ド
ク

ト
リ
ン
」
の
手
法
を
思
わ

せ
る
。

２

政
治
的
・
財
政
的
理

由
に
よ
る
導
入
の
問
題

中
教
審
で
は
２
０
１
２

年
ま
で
は
、
「
小
中
一
貫

教
育
」
は
賛
成
と
反
対
の

意
見
が
あ
り
、
慎
重
な
姿

勢
だ
っ
た
。

し
か
し
、
２
０
１
２
年

月
に
第
２
次
安
倍
内
閣

12が
成
立
し
、
「
教
育
再
生

実
行
会
議
」
が

年
７
月

14

に
、
「
義
務
教
育
学
校
の

制
度
化
」
を
提
言
し
た
こ

と
か
ら
、
一
気
に
制
度
化

が
進
め
ら
れ
た
。

政
治
的
に
は
「
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
育
成
」
と
い

う
財
界
の
要
請
と
、
財
政

的
に
は
公
共
施
設
再
編
と

学
校
維
持
費
削
減
が
狙
い

で
あ
っ
た
。

３

学
者
・
研
究
者
の
調

査
で
、
問
題
は
明
ら
か
で

あ
る学

者
・
研
究
者
に
よ
る

『
小
中
一
貫
教
育
の
実
証

的
検
証
』
（
花
伝
社
）
の

調
査
で
、
問
題
が
大
き
い

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。呉

市
の
ス
タ
ー
ト
時
に

は
、
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
が
言

わ
れ
た
が
、
今
で
は
科
学

的
根
拠
が
な
い
こ
と
か

ら
、言
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

む
し
ろ
副
作
用
と
し

て
、
小
６
か
ら
中
１
へ
の

リ
セ
ッ
ト
が
で
き
な
い
、

成
長
の
飛
躍
が
生
ま
れ
な

い
問
題
が
大
き
い
。

９
年
間
を
見
通
し
た
一

貫
教
育
も
、
発
達
段
階
が

異
な
る
「
小
中
を
合
わ
せ

る
教
育
実
践
」
の
教
育
学

的
根
拠
は
不
明
で
あ
る
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
自

主
性
を
養
う
機
会
が
減

り
、
人
間
関
係
が
９
年
間

固
定
し
や
す
く
、
中
学
生

の
問
題
行
動
が
小
学
生
に

悪
影
響
を
与
え
る
と
い
っ

た
問
題
の
解
決
は
、
苛
酷

な
現
場
に
い
る
教
師
の
役

割
に
期
待
さ
れ
、
大
き
な

リ
ス
ク
を
伴
う
。

４

子
ど
も
の
意
見
表
明

が
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い

学
校
生
活
の
主
体
は
児

童
生
徒
で
あ
る
。

小
学
校
１
年
生
か
ら
中

学
校
３
年
生
ま
で
、
一
つ

の
学
校
で
一
緒
に
学
校
生

活
を
送
り
た
い
と
希
望
し

て
い
る
生
徒
は
、
何
割
位

い
る
か
、
教
育
委
員
会
で

は
そ
の
調
査
は
行
っ
て
い

な
い
。

教
育
委
員
会
は
、
主
権

者
と
し
て
の
子
ど
も
の
権

利
、
主
権
者
教
育
を
積
極

的
に
保
証
す
る
の
か
疑
問

で
あ
る
。

５

小
中
一
貫
校
に
よ
っ

て
廃
校
と
な
る
地
域
へ
の

影
響東

栄
小
学
校
は
、
添
川

と
東
堀
越
の
子
ど
も
獅
子

踊
り
が
１
９
９
３
年
か
ら

年
間
続
け
ら
れ
、

30

（
２
面
に
つ
づ
く
）

ഗ
൛
ࣘ
ƙ
ର
ৰ
߽
ॼ
ڲ
Ǆ

故
を
見
る
と
、
行
政
の
認
識
の
立
ち
後

れ
を
感
じ
ま
す
。

▽
政
府
も
今
年
５
月
、
「
熱
中
症
対
策

実
行
計
画
」
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

総
合
的
な
熱
中
症
対
策
を
県
に
対
し
て

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

社
会
保
障
充
実
を
要
望

▽
７
月

日
、
県
社

27

会
保
障
推
進
協
議
会

の
要
望
に
同
席
。

○
国
保
保
険
税
引
き

下
げ
、
子
ど
も
へ
の

課
税
の
縮
小
・
廃

止
。
医
療
費
窓
口
負

担
の
減
額
・
免
除
申
請
制
度
の
周
知
。

○
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
支
援
。

○
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
。
小

中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
。

○
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
費
用
に
助
成

等
々
、

項
目
の
要
望
は
、
私
が
２
期

18

８
年
の
間
、
取
り
上
げ
て
き
た
内
容
で

あ
り
、
引
き
続
き
、
社
保
協
の
皆
さ
ん

と
共
に
実
現
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

▽
７
月

日
、
米
沢
市
で
女
子
中
学
生

28

が
部
活
動
後
に
熱
中
症
症
状
で
亡
く
な

っ
た
事
故
が
衝
撃
を
広
げ
て
い
ま
す
。

私
は
市
議
会
議
員
時
代
か
ら
熱
中
症

対
策
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
き
ま
し

た
。
最
初
に
質
問
し
た
２
０
０
７
年
当

時
、
既
に
科
学
的
な
対
策
が
明
ら
か
に

な
っ
て
お
り
、
徹
底
す
れ
ば
発
生
が
抑

え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き
ま
し

た
。し

か
し
今
も
、
中
学
・
高
校
の
部
活

動
だ
け
で
年
約
３
千
件
の
熱
中
症
が
発

生
、
重
大
事
故
も
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。

極
め
て
残
念
で
遺
憾
な
状
況
で
す
。

県
内
学
校
で
年
間
１
５
０
件

県
内
公
立
学
校
で
は
学
校
管
理
下
で

熱
中
症
で
受
診
に
至
っ
た
児
童
・
生
徒

が
年
間
１
５
０
人
、
内
入
院
６
人
（
令

和
４
年
度
）
。
運
動
中
・
部
活
動
中
が

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

72
県
教
育
委
員
会
は
、
「
危
機
管
理
の

手
引
き
」
の
中
で
対
策
を
指
示
、
今
年

度
も
３
度
の
通
知
を
発
出
し
て
注
意
喚

起
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
米
沢
の
事

NO.２３５８
２０２３．８．６
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日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議
団
は
７
月

日
、
「
小
中
一

26

貫
教
育
に
対
す
る
日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議
団
の
見
解
」

を
、
皆
川
市
長
と
布
川
教
育
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

見
解
で
は
、
「
政
治
的
・
財
政
的
理
由
か
ら
進
め
ら

れ
て
い
る
小
中
一
貫
校
の
導
入
に
反
対
し
、
小
規
模
校

の
良
さ
を
発
揮
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
連
携

を
重
視
し
た
真
の
教
育
改
革
と
、
過
疎
地
域
に
お
け
る

少
子
化
対
策
と
若
者
定
住
対
策
を
強
く
求
め
ま
す
。
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

布
川
氏
は
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
よ
り
良
い
教
育

を
目
指
す
も
の
だ
」
、
皆
川
氏
は
「
結
論
あ
り
き
で
は

な
く
、
よ
く
話
し
あ
う
の
が
大
切
」
と
述
べ
ま
し
た
。

菅井市議団長が市長・教育長に提出



（
１
面
の
つ
づ
き
）

渡
前
小
学
校
で
も
、
１
９

９
７
年
か
ら
子
ど
も
獅
子

踊
り
が

年
間
続
け
ら

26

れ
、
学
校
と
地
域
の
連
携

の
伝
統
に
な
っ
て
い
る
。

学
校
が
な
く
な
れ
ば
、

や
が
て
地
域
連
携
は
縮

小
、
消
滅
せ
ざ
る
を
得
な

い
。小

学
校
が
な
く
な
っ
た

地
域
は
子
ど
も
の
い
な
い

地
域
と
な
り
、
二
度
と
浮

上
で
き
な
い
「
沈
没
状
態
」

に
な
る
の
は
明
ら
か
で
あ

る
。

６

多
様
な
子
ど
も
の
個

性
を
大
切
に
し
た
教
育
が

で
き
る
か

学
校
規
模
が
大
き
く
な

れ
ば
、
一
人
一
人
の
多
様

な
個
性
を
大
切
に
し
た
教

育
は
難
し
く
な
る
。

学
力
偏
重
で
は
な
い
、

体
験
学
習
や
、
「
見
え
な

い
学
力
」
を
重
視
し
た
教

育
、
子
ど
も
の
生
活
圏
と

地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に

つ
い
て
も
、
小
規
模
校
こ

そ
ふ
さ
わ
し
い
。

７

人
口
減
少
と
少
子
化

が
進
む
中
で
、
少
子
化
を

促
進
さ
せ
る
施
策
を
採
る

べ
き
で
は
な
い

複
式
学
級
の
解
消
を
目

的
に
、
平
成

年
度
か
ら

26

５
年
間
で
、

あ
っ
た
小

40

学
校
を

校
へ
、

校
も

26

14

一
気
に
廃
校
さ
せ
た
。

教
員
は
５
１

７
人
か
ら
４
４

３
人
へ

人
、

74

％
の
減
、
職

14員
は
２
２
１
人

か
ら
１
８
７
人

へ

人
、

％

14

15

減
り
、
過
疎
化

が
い
っ
そ
う
進

ん
だ
。

統
廃
合
で
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス

通
学
と
な
り
、

通
学
時
間
と
通
学
経
費
の

増
加
や
、
バ
ス
運
転
手
不

足
な
ど
も
生
じ
さ
せ
て
い

る
。１

０
０
年
の
伝
統
が
続

く
小
学
校
を
廃
校
に
し
、

住
民
の
心
に
深
い
空
洞
化

を
生
ん
だ
。

「
廃
校
は
地
域
の
未
来

に
対
す
る
罪
」
で
あ
る
。

８

少
子
化
が
進
む
地
域

に
こ
そ
、
若
者
の
定
住
政

策
を三

川
町
で
は
、
蛾
眉
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
や
神
花
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
な
ど
、
住
宅
団

地
の
開
発
を
次
々
と
進

め
、
新
し
く
桜
木
地
区
に

区
画
の
分
譲
地
を
開
発

37し
て
い
る
。

平
成
大
合
併
で
鶴
岡
市

の
周
辺
部
と
な
っ
た
旧
町

村
は
、
合
併
時
（
２
０
０

５
年
）
と
比
べ
、
世
帯
数

は
藤
島
▲

、
朝
日
▲
２

60

０
０
、
温
海
▲
５
０
８
と

大
き
く
減
少
し
た
。

自
立
の
三
川
町
は
単
独

で
２
４
４
世
帯
も
増
加

し
、
鶴
岡
市
全
体
で
は
１

７
３
世
帯
し
か
増
加
し
て

い
な
い
。
（
２
０
２
０
年

国
勢
調
査
）

少
子
化
の
大
き
な
要
因

は
若
者
の
経
済
的
な
不
安

で
あ
り
、
安
定
的
な
雇
用

と
、
結
婚
や
出
産
、
子
育

て
環
境
を
抜
本
的
に
改
革

し
な
け
れ
ば
問
題
は
解
決

さ
れ
な
い
。

本
市
と
友
好
都
市
で
あ

る
鹿
児
島
県
曽
於
市
で

は
、
「
地
域
振
興
住
宅
政

策
」
が
あ
り
、
市
が
建
設

し
、
低
廉
な
月
額
２
万
１

千
円
の
家
賃
で
、
将
来
は

自
己
所
有
の
住
宅
に
な
る

制
度
を
創
設
し
、
過
疎
化

が
進
む
地
域
で
、
若
者
の

定
住
促
進
を
図
っ
て
い

る
。子

ど
も
の
生
活
圏
に
、

歩
い
て
通
え
る
学
校
を
し

っ
か
り
守
る
こ
と
、
新
た

な
定
住
政
策
で
、
人
口
減

少
と
少
子
化
を
少
し
で
も

食
い
止
め
て
い
く
政
策
こ

そ
優
先
す
べ
き
で
あ
る
。

９

自
治
体
学
校
に
学
ん

で
私
た
ち
は
、
７
月

日
22

か
ら

日
ま
で
、
岡
山
市

24

で
開
催
さ
れ
た
自
治
体
学

校
に
参
加
し
、
８
０
０
人

を
超
え
る
自
治
体
関
係
者

や
学
者
、
研
究
者
の
集
会

で
学
ん
だ
。

「
学
校
統
廃
合
・
小
中

一
貫
教
育
と
学
校
を
守
る

住
民
運
動
」
の
分
科
会
で

は
、
小
中
一
貫
教
育
の
教

育
学
的
根
拠
が
い
よ
い
よ

な
く
な
り
、
政
府
の
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

よ
る
再
編
に
よ
っ
て
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
、
全
国

で
進
む
学
校
統
廃
合
に
反

対
す
る
各
地
の
報
告
が
出

さ
れ
た
。

人
口
減
少
と
少
子
化
の

流
れ
に
抗
し
て
、
地
域
存

続
を
か
け
、
住
民
自
治
と

団
体
自
治
を
強
め
る
こ
と

こ
そ
、最
も
大
切
で
あ
る
。

見
解
の
全
文
は
党
鶴
岡

地
区
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格
7月27日入札分

・ゆうあいプラザかたぐるま浴室・医務静養室改善工事（ほなみ町3-2）(入
札2業者)
有賀建設(株) 7,300,000円（7,400,000円）工期～11/24（落札率98.65％）
・櫛引スポーツセンター空調設備改修工事（三千刈字清和158-1）(入札8
業者)
三和メイテック(株) 8,950,000円（9,130,000円）工期～6/1/15（落札率9
8.03％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
7月27日入札分

・滝沢線道路改良工事（滝沢地内）(入札4業者)
(株)菅興業 6,600,000円（6,760,000円）工期～11/30（落札率97.63％）

雨水事務室入札結果（ ）内は予定価格
7月28日入札分

・市公共下水道事業雨水大山第1排水区 用地測量業務委託（大山地内）(入
札12業者うち1業者辞退)
(株)アサヒ技術 1,500,000円（1,610,000円）工期～12/18（落札率93.17％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
7月26日入札分

・市公共下水道事業 汚水管渠実施設計業務（日枝ほか地内）(入札10業者)
(株)鈴木久測量設計事務所 33,100,000円（33,640,000円）期間～6/3/22
（落札率98.39％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
7月26日入札分

・森片地内径200粍配水管撤去工事（森片地内）(入札4業者)
日栄産業(株) 5,990,000円（6,110,000円）工期～10/31（落札率98.04％）
・大西町地内径100粍配水管移設工事（大西町地内）(入札4業者)
(有)東管工業 8,490,000円（8,940,000円）工期～11/30（落札率94.97％）
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党地区委ＨＰ

市議団（右）と市当局が意見交換


